
（表1）　要介護度の区分
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要
介
護
状
態
が
軽
度
の
高
齢
者

が
大
幅
に
増
加
傾
向
に
あ
り
、
早

期
の
予
防
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
４
月
か
ら
の
介
護

保
険
制
度
で
は
、
介
護
が
必
要
と

な
る
こ
と
を
防
い
だ
り
、
介
護
の

状
態
が
悪
化
し
た
り
し
な
い
よ
う

に
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
た

め
に
、
介
護
度
の
軽
い
人
を
対
象

と
し
た「
要
支
援
」の
区
分
を
増
設

（
表
１
）す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

高
齢
者
の
誇
り
を
大
切
に
す
る

町
づ
く
り
を
目
指
し

　

予
防
重
視
型
シ
ス
テ
ム

へ
の
転
換
や
新
た
な
サ
ー

ビ
ス
体
系
の
確
立
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
改
正
介
護
保

険
法
が
、
４
月
か
ら
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

「
要
支
援
」区
分
の
増
設

「
新
サ
ー
ビ
ス
」の
開
始

４
月
よ
り「
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
松
波
苑
内
に
新
設

し
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス

の
種
類
は
次
の
と
お
り
で
す
。

要
支
援
１
ま
た
は
２
の
方
を

対
象
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
訪

問
調
査
を
行
い
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
を

作
成
し
、
こ
の
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

⑴
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

要
介
護
認
定
が
非
該
当
と

な
っ
た
方
を
対
象
と
し
て
、
要

支
援
・
要
介
護
状
態
に
な
る

の
を
防
ぐ
た
め
の
事
業
で
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
が
本
人
と
相
談
し
な
が
ら

自
立
へ
の
目
標
を
立
て
、
簡
単

な
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。

⑵
介
護
予
防
事
業

６
種
類
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り

ま
す
が
、
日
常
生
活
圏
の
状
況
か

ら
、
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
と
認

知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
サ

⑶
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

ー
ビ
ス
を
見
込
み
ま
し
た
。 

　

※
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
高
齢
者
や
家
族
に
対
す
る
総

合
的
な
相
談
・
支
援
、
虐
待
の
早

期
発
見
・
防
止
な
ど
の
権
利
擁
護

事
業
、
包
括
的
・
継
続
的
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
、
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
の
支
援
な
ど
も
行
っ
て
い
き

ま
す
。

介
護
保
険
事
業
費
の
見
込
み

　

計
画
期
間
に
お
け
る
介
護
保
険

事
業
費
は
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
量
の
見
込
み
に
よ
り
推
計
し
ま

す
。な
お
、こ
の
見
込
み
額（
表
２
）

は
平
成
18
年
４
月
か
ら
の
介
護
報

酬
改
定
を
勘
案
し
て
い
ま
す
。

（表2）介護保険事業費の見込額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
H18 H19 H20 計

住 宅 サ ー ビ ス 等 給 付 費 186,563 185,579 189,208 561,350
施 設 サ ー ビ ス 給 付 費 405,250 421,283 425,337 1,251,870
地域密着型サービス給付費 67,646 81,270 92,308 241,224
特定入所者介護サービス等費 30,000 31,500 33,000 94,500
高 額 介 護 サ ー ビ ス 費 5,200 5,720 6,240 17,160
審 査 支 払 手 数 料 874 893 912 2,679
地 域 支 援 事 業 費 39,950 39,950 47,216 127,116
合 　 計 735,483 766,195 794,221 2,295,899

　

介
護
保
険
料
は
、
介
護
給
付

費
な
ど
を
勘
案
し
、
３
年
に
１
度

見
直
し
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

平
成
18
年
度
は
、
そ
の
見
直

し
の
年
度
と
な
っ
て
お
り
、
４

月
１
日
か
ら
介
護
保
険
料
率
が

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
制
度
で
は
、
サ

ー
ビ
ス
の
給
付
に
必
要
な
費

用
の
50
％
を
国
・
県
・
町
が

負
担
し
、
残
り
の
50
％
の
う
ち

31
％
が
40
歳
か
ら
64
歳
の
方
の

保
険
料
、
19
％
が
65
歳
以
上
の

方
の
保
険
料
で
賄
わ
れ
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
率
は
、
平
成

18
年
度
か
ら
３
年
間
の
サ
ー

ビ
ス
給
付
に
必
要
な
費
用
な

ど
か
ら
算
出
し
た
金
額
を
65

歳
以
上
の
被
保
険
者
数
で
除

し
て
基
準
額
を
決
定
し
ま
す
。

こ
の
基
準
額
に
対
す
る
割
合

に
よ
っ
て
所
得
段
階
別
の
保

険
料
率
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

４
月
か
ら
の
介
護
保
険
料
率

は
、（
表
３
）の
料
金
に
な
り
ま
す
。 

 

な
お
、
平
成
20
年
度
ま
で
の
間

は
、
税
制
改
正
に
よ
り
保
険
料

の
段
階
の
急
激
な
負
担
増
を
一

（表3）平成18年度から平成20年度までの第1号被保険者の保険料

所 得 段 階
保 険 料 率

基準額に
対する割合 年　額 月額（参考）

第 1 段 階 生活保護者、町民税非課税世帯で
老齢福祉年金受給者 × 0.50 24,600 円 2,050 円

第 2 段 階 課税年金収入額 +合計所得金額≦
80万円の者 × 0.60 29,520 円 2,460 円

第 3 段 階 町民税非課税世帯の第2段階以外
の者 × 0.75 36,900 円 3,075 円

第 4 段 階
（基 準 額） 町民税課税世帯で本人非課税の者 × 1.00 49,200 円 4,100 円

第 5 段 階 町民税本人課税で合計所得が 200
万円未満の者 × 1.25 61,500 円 5,125 円

第 6 段 階 町民税本人課税で合計所得が
200万円以上の者 × 1.50 73,800 円 6,150 円

仮
徴
収（
特
別
徴
収
）額
の

お
知
ら
せ

　

４
月
か
ら
、
平
成
18
年
度
の

介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
が
始

ま
り
ま
す
。
平
成
18
年
２
月
の

年
金
支
払
い
時
に
介
護
保
険
料

を
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
た
方

は
、
４
・
６
・
８
月
の
年
金
支
払
い

時
に
２
月
と
同
額
の
介
護
保
険
料

が
年
金
か
ら
引
か
れ
ま
す
。

※
平
成
18
年
10
月
よ
り
老
齢
福
祉

年
金
・
遺
族
年
金
・
障
害
者
年
金

か
ら
も
特
別
徴
収
さ
れ
ま
す
。

普
通
徴
収
の
納
期

　

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
な
い
方

の
介
護
保
険
料
は
納
付
書
で
の
納

付（
普
通
徴
収
）と
な
り
ま
す
。
普

通
徴
収
は
７
月
か
ら
12
月
ま
で
の

６
回
で
介
護
保
険
料
を
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
を
一
定
期
間
以
上

滞
納
す
る
と
、
介
護
給
付
に
制
限

が
罹
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

期
限
内
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
保
険

料
が
払
い
込
ま
れ
る
、
口
座
振
替

制
度
が
あ
り
ま
す
。
納
め
忘
れ
る

事
な
く
、確
実
に
納
付
さ
れ
ま
す
。

通
帳
届
出
印
と
口
座
番
号
を
用
意

し
、
取
扱
い
金
融
機
関
に
備
え
付

け
の
申
込
書
で
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

普
通
徴
収
の
方
は
口
座

振
替
を
ご
利
用
下
さ
い

取
扱
い
金
融
機
関

●
各
郵
便
局

●
秋
田
銀
行

　

本
・
各
支
店

●
北
都
銀
行

　

能
代
支
店
・
能
代
駅
前
支
店

●
秋
田
ふ
れ
あ
い
信
用
金
庫

　

能
代
支
店
、
能
代
南
支
店

●
秋
田
や
ま
も
と

　
　
　
　
　

農
業
協
同
組
合

　

八
森
支
店
、
峰
浜
支
店

●
あ
き
た
白
神
農
業
協
同
組
合

　

本
店
・
の
し
ろ
北
支
店

　

の
し
ろ
東
支
店

　

組
合
病
院
出
張
所

定
程
度
に
抑
え
る
た
め
の
、
激

変
緩
和
措
置
が
平
成
18
年
度

と
19
年
度
に
講
じ
ら
れ
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
保
険
料
が
町
の

介
護
を
支
え
て
い
ま
す
。
納
付
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
し
た

お
問
い
合
せ
先

　

八
峰
町
福
祉
課
保
険
年
金
係

　
（
☎
７
６―

２
１
１
１
）

介
護
保
険
料
が

　

変
更
に
な
り
ま
す

保
険
料
率
の
決
ま
り
方

４
月
か
ら
の
介
護
保
険
料
率

〜
介
護
保
険
制
度
改
正
〜
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